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  〔活動報告〕 看護師の輸血教育の現状と課題
～千葉県内研修参加者へのアンケート調査～
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要　　旨

　輸血における看護師の役割は，正しく安全な輸血を行うことと，輸血で問題が生じた
際に他職種と連携し，調整役としての役割を担うことである。そのため，輸血の実施者
である看護師は，その副作用や合併症を理解し，安全で正確な手順を踏まえて輸血に臨
むことが求められる。今回我々は，2017年度から2022年度に千葉県合同輸血療法委員会
看護師ワーキンググループが実施した「輸血用血液製剤に関する研修会」で，看護師へ
輸血実施状況アンケートを実施し，結果を解析した。輸血に関する院内・院外学習機会
が「十分にある」と回答したのはそれぞれ3.3%・1.0%であった。2017年度，2018年度の
調査で輸血業務上の悩みや疑問･不安が「ある」と回答したのは85.0%に上った。今回の
アンケート結果により，輸血経験や学習機会の不足に起因する疑問や不安を多くの看護
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Ⅰ．はじめに

輸血現場で期待される看護師の役割は，正しく
安全な輸血を行うこと，輸血過程で問題が生じた
際に他職種と連携し調整役としての役割を担うこ
とである。そのため，看護師が輸血に対する知識
を幅広く有することは必須であり，輸血教育は極
めて重要である。
千葉県赤十字血液センター（以下，センター）
では看護師のための輸血教育研修を目的として，
2016年度より千葉県内の看護師を対象とした輸血
研修「輸血用血液製剤に関する研修会（以下，研
修会）」を開始した。現在は千葉県合同輸血療法
委員会看護師ワーキンググループがセンターの協
力のもと研修を実施している。
本研修では輸血用血液製剤についての知識，輸
血セットの使い方に焦点を当て，実践に活かせる
講義と実習を行い，研修会に参加した看護師を対
象にアンケート調査も実施している。研修は過去
4年間に輸血供給実績のある医療機関を対象と
し，看護部長宛に郵送で周知した。
今回，研修会でのアンケート結果を解析し，輸
血教育の現状把握と，今後の課題について検討し
た。

Ⅱ．方　　法

1．対象者
本調査の解析対象は，2017年度，2018年度，2022

年度の研修会に参加した看護師（2017年度88名，
2018年度113名，2022年度74名）275名とした。

2016年度の研修はセンター職員のみで実施して
おり，2019年度と2021年度はアンケート内容が異
なるため，また2020年度は感染症拡大により集合
形式の研修を停止しており，本研究からは除外し
た。

2．アンケート方法及び解析内容
センターが研修会で行ったアンケートから，看
護師の輸血教育に関する内容を再集計し解析し
た。

3．アンケート内容
本研修会で実施したアンケート内容は下記であ
る。
・看護師経験年数
・本研修会への参加回数，今後の参加希望など本
研修会に関わる内容
・輸血に携わる頻度，輸血業務を行う上での悩み
や疑問・不安，ヒヤリハットの経験など自身の
輸血業務にかかわること
・院内外の輸血学習機会
・自施設のマニュアルと輸血実施体制に関わる内
容
・自施設の輸血管理体制
・研修会についての意見，感想，要望

Ⅲ．結　　果

アンケートの全体回収率は2017年度100％，2018
年度94.7％，2022年度54.1％であった。

1． 本調査の選択式回答において，解析割合はア
ンケート回答者中の割合とした。

（1） 研修参加看護師（以下，参加看護師）の経験
年数（図 1）
参加看護師の経験年数毎の割合は 3年間の平均
で，3年未満が23.9％，3年以上 5年未満が8.3％，
5年以上10年未満が15.9％，10年以上が52.0％で
あった。
（2）輸血に関する学習機会（図 2，図 3）
院内学習（図 2）機会についての調査では 3
年間の平均で，「十分にある」と回答したのは

師が抱いていることが改めて浮き彫りとなった。安全で安心な質の高い医療が求められ
る現在，看護師は輸血に関する基本的な知識をもち，輸血リスクを踏まえて，正しい手
順で輸血を行うことが求められている。その実践のためには，看護師の輸血学習機会が
必要であると考えられた。

　Key words:  看護師の役割，輸血教育，安全な輸血療法
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図 1　研修参加看護師の経験年数

図 2　輸血に関する学習機会　院内学習

図 3　輸血に関する学習機会　院外学習
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関してであった。
悩みや疑問があるかとの質問に対し，「ある」
と答えた参加者から記述での回答を得た。分類は
看護，輸血製剤及び実施に関する知識，院内規
則，付帯知識，不安とした。（表 1）
また，意見や感想，要望等に関しての質問で
は，分類を肯定感想とその他とした。（表 2）
悩みや疑問，意見や感想ともに，回答の中に 2
件以上の内容を含む場合には，別の内容として分
類をした。

3.3％，「十分とは言えないがある」と回答したの
は45.8％，「ない」と回答したのは50.9％であった。
また院外学習機会（図 3）についての調査で
は，3年間の平均で，「十分にある」が1.0％，「十
分とは言えないがある」が37.2％，「ない」が，
61.8％であった。
（3）輸血業務の悩みや疑問･不安について（図 4）
悩みや疑問･不安の有無についての調査では，

「ある」と回答した割合が87.4％（2017年度），
83.5％（2018年度）であった。2022年度は，具体
内容を記載する方法を用いてのアンケートとして
おり，回答が記載されたのは全体の18％であっ
た。
（4）今後の研修への参加希望

2017年度と2018年度は今後の研修会への参加希
望について調査した。研修会に今後も「参加した
い」との回答は2017年度95.3％，2018年度99.0％
であった。
（5）本研修参加回数

2022年度研修では，本研修参加回数についても
調査をおこなった。1回目の回答は90.0％，2回
目，3回以上の回答はそれぞれ5.0％であった。

2． 自由記載内容についてはアフターコーディン
グを用い，回答中の類似内容をまとめてカテ
ゴリーに分類し集計した。
自由記述での質問内容は 2項目あり，（1）輸血
を行う上での悩みや疑問と，（2）意見や要望等に
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図 4　輸血に関する不安や悩み，疑問の有無

表 1　輸血を行う上での悩みや疑問に関しての分類

輸血業務を行う上での悩み・疑問・不安
分類 内容
看護 副反応の対応　観察　手順・手技

輸血製剤及び
実施に関する
知識　　　　

製剤知識について
投与経路について
他薬剤との混合
手技の理由

院内規則
院内ルールがない，不明確
マニュアル

付帯知識

交差試験
保管
自己血・透析時など特殊輸血
在宅輸血

不安

輸血経験の少なさ
指示への不安
自信がない
リスクへの不安
実施環境
教育
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ことに加え，研修の存在が各病院で周知されてい
ない可能性も考えられる。また，輸血教育機会の
充足度は，2017年度から現在まで，やや減少して
いる結果となっており，感染症の拡大により，院
外研修が減少したことが影響している可能性が考
えられた。

2017年度と2018年度に調査した悩みや疑問の有
無は，全経験層において「ある」が80％以上で
あった。2022年度は，具体的内容を記載する形式
のアンケートとしたため，疑問や不安を持つ看護
師割合は不明である。いずれにせよ，輸血業務に
関して解決できない悩みや疑問点を抱える看護師
の存在が見えた。また，疑問を持っても確認する
相手が見つけられず，未解決のままにしている可
能性が考えられた。
今後の研修への参加希望については，2017年
度，2018年度の調査では参加したいとの回答が
多くを占めているものの，2022年度の調査では，
90％が 1回目の参加である。複数回の研修を希望
する看護師はよりステップアップした研修を望ん
でいる可能性も考えられた。
自由記載で回答を得た輸血業務上の悩みや疑
問，不安の内容については，輸血製剤や交差適合
試験など輸血全般に対して疑問を持っていること
がわかった。
意見感想に関しては，参加看護師のほとんど
が，「研修に参加し，知識が増えた」，「施設で活
用したい」などの意見を持っており，院外の研修
は有意義であると考えられた。

2．輸血現場での医療連携
輸血現場において看護師は，幅広い業務を行っ
ている一方，交差適合試験など直接看護師が関わ
らない業務も存在するが，今回の調査から，看護
師は輸血療法全般について知識を得たいと考えて
いることがわかった。
日本輸血・細胞治療学会の輸血チーム医療に関
する指針では，安全で適正な輸血医療の実践のた
めには，チーム医療が重要であり，各医療スタッ
フの専門性の向上と役割の拡大と情報の共有を目
指すことが推奨されている［1］。このうち看護師
に期待される事項は，意思決定時から輸血関連検
査の採血，輸血の実施，輸血後の観察に至るまで

（1） 輸血を行う上での悩みや疑問に関して（表
1）

2017年度は60人，2018年度は12人，2022年度は
9人の記述があった。そのうち，「看護」は61件，
「製剤知識及び実施に関する知識」は29件，「院内
規則」は 8件，「付帯知識」が18件，「不安」が 6
件であった。「不安」の中には，輸血の実施に関
する不安のほか，後輩への十分な教育ができてい
ないことへの不安も記されていた。
（2）意見感想（表 2）

2017年度32人，2018年度は20人，2022年度は16
人の回答があり，そのうち肯定感想は82件と多く
を占めた。中でも，これまでの疑問や新たな知識
を得られたことについての肯定感想が多く，その
知識を今後の教育に生かしたいといった意見も見
られた。

Ⅳ．考　　察

1．輸血教育の現状
今回の調査においては参加看護師の経験年数
は，10年以上が約半数を占め，次いで多いのは，
3年未満の経験を有する看護師となった。輸血経
験が少ない看護師のみならず，経験を積んだこと
で，輸血研修の重要性を再認識したためであると
推察された。
院内の学習機会は，半数程度が「十分とは言え
ないがある」「ある」と答えている。
一方，院外の学習機会では，「ない」との回答
が各年平均で60％以上と，教育機会がやや不足し
ている結果となった。これは，院外研修が少ない

表 2　意見，感想に関しての分類

本研修会への意見・感想
分類 内容

肯定感想

参加してよかった
役に立った
知識が増えた　自信が付いた
疑問の解決　知識の是正
自施設での知見活用

その他

教育機会増大の希望
認定看護師の必要性
研修資料の入手希望
医師への知識伝達希望
本研修構成への意見
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えながら新たな知識を取得できる研修内容を構築
することで，千葉県内看護師が輸血知識を習得で
きる機会の増加につながることを期待する。

Ⅴ．結　　論

今回のアンケート結果から，看護師輸血業務の
問題点は知識と教育機会の不足に集約されること
が明らかとなった。今後も輸血研修を通して知識
の拡充を図り，安全な輸血医療を提供していく必
要があると考える。

貢 献 者

猪越は研究構想の立案，研究データの解析，本
論文の執筆を行った。
三村・堺田・大島・井関・長谷川は本論文の執
筆指導と修正，最終稿の確認を行った。
高須は本研究の構想，看護倫理における指導と
本論文の修正，最終稿の確認を行った。
多原・狩野・前橋は本論文における研修会の実
施及びサポートとデータの収集，論文の指導，最
終稿の確認を行った。
石井は研修会の実施及びデータの収集，論文の
指導と最終稿の確認を行った。
菅原・草刈は研修会の実施及びデータの収集，
最終稿の確認を行った。

利益相反

本論文発表内容に関連し，著者は財源的及び非
財源的な利益相反を有しない。

倫理的承認

本活動報告における調査内容は，研修会におい
て対象者から自由意思による承諾を得て実施した
アンケート結果を使用し，結果の論文公表におい
ては千葉県赤十字血液センターの承認を得た。ま
た，本論文の執筆に関し，千葉大学医学部附属病
院輸血・細胞療法部ホームぺージ上に情報を公開
し，研究対象者等が拒否できる機会を保障した。

多岐にわたり，看護師の輸血教育の目的は，医師
や輸血管理部門が行う幅広い業務内容を理解する
こととなる。この目的が達成されることで，看護
師は輸血投与業務のみならず，輸血に関する一連
の業務に関して連携を図ることが可能となり，円
滑で確実な輸血の実施が可能になると考えられ
る。
看護師が輸血業務全般を把握し輸血業務を実施
することで，輸血における医療安全は大きく前進
するが，そのためには輸血治療の基本知識が必須
となる。輸血療法に関する知識を習得するための
輸血教育機会の増加が求められる。

3．今後の課題
今回のアンケート調査結果から，看護師は輸血
業務に対する疑問や不安を抱えていることが明ら
かとなった。
廣瀬と中野［2］は，看護師経験年数 3～ 5年目
の看護師は知識技術の習得をする機会が少なく経
験不足により個々の実践能力に自信がないと述べ
ている。しかし今回の調査では，経験年数に限ら
ず，同様の結果がみられた。
輸血実施機会が少ない看護師は経験年数に関わ
らず，学習機会の少なさからくる不安を抱えてい
ること，また，輸血実施頻度が高い現場では，実
践に基づく不正確な知識のみを得ている可能性が
考えられる。このことは，研修会終了後の感想で
の「今まで曖昧であったことがわかった」， 「知識
不足や知識が間違っていたことに気が付いた」と
いう記述からも推察でき，研修の重要性や必要性
が認識できる。
また，坂倉ら［3］は群馬県での輸血教育の取り
組みに関する活動報告で，輸血看護に関する知識
と技術の向上を図るための研修会を通して，県全
体の輸血の安全性向上と均てん化が期待されると
して重要性を訴えている。このように，千葉県に
おいても，今後も継続的に輸血療法に関する基礎
的研修を拡充して行くことが必要である。
千葉県では，現在，血液製剤適正使用推進事業
として合同輸血療法委員会の医師が医療機関へ訪
問して教育講演を行っており，今後，ワーキング
グループの看護師も同行し研修を実施することを
検討している。看護師に向けて，輸血の基本を抑
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3） 坂倉慶太，伊藤浩志，寺田　誠，上村政彦，横手
恵子，丸橋隆行，中西文江，猪越朋美，冨賀見公
美，松本則子，鈴木浩子，今井恵，尾沼詩織，丸
山健一，横濱章彦．（2021）群馬県合同輸血療法
委員会輸血関連看護師会による輸血研修会～輸
血療法の均てん化を目指して～，日輸細治会誌，
67，53-7.
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